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台風12号概要

9/2 AM9:00

9/3 AM9:00

9/4 AM9:00

9/5 AM9:00

■台風１２号経路 ■台風12号の降雨（出典：気象庁）

総雨量
奈良県上北山村 1,800mm超
奈良県大台ヶ原（国交省） 2,400mm超
和歌山県田辺市熊野 1,300mm超
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台風12号概要 人的被害・住家被害の状況
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十津川村 6（6）

五條市７（4）

天川村 1（-）

田辺市 8（1）

新宮市 13（1）

みなべ町 1(-）

日高川町 3（1）

紀宝町 1（1）

御浜町 1（-）

那智勝浦町 27（1）

凡 例

○○市 ● （■）

●：死者数
■：行方不明者数

長殿 3(-）

宇井6（4）

伏菟野 5(-)

日足 3(-)

井関 １２（1）

熊野２（1）

消防庁（第17報、12月15日18:00現在）を基に近畿地方整備局作成

有田市 －（1）

重傷 軽傷
人 人 人 人

三重県 2 1 5 10
奈良県 14 10 5 1
和歌山県 52 5 5 4

三県合計 68 16 15 15

その他 10 0 17 62

全国総計 78 16 32 77

都道府県名

人的被害

死者 行方不明者
負傷者

棟 棟 棟 棟 棟
三重県 81 1,076 70 700 832
奈良県 48 62 15 13 37
和歌山県 239 1,742 90 2,680 3,147

三県合計 368 2,880 175 3,393 4,016

その他 5 44 79 2,271 15,208

全国総計 373 2,924 254 5,664 19,224

都道府県名

住家被害

全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水



新宮川水系熊野川・相野谷川

新宮川水系熊野川は、昭和45年より直轄管理を開始
流域面積 2,360km2

計画高水流量 19,000m3/s（全国の一級水系で最大）
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■ 基準地点
● 主要地点

熊野川計画高水流量図

おのだに

三 重 県
紀 宝 町

和 歌 山 県
新 宮 市

管理延長 5.7km

成川水位観測所

相
野
谷
川

熊野川

管理延長 5.0km

紀宝町役場

新宮市役所

管理延長 2.0km

市
田
川

基準地点

相賀
おうが

大里地区
輪中堤

高岡地区
輪中堤

鮒田地区
輪中堤

高岡水位観測所
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６日間
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台風12号による洪水は、基準地点（相賀）において計画規模（19,000m3/s）を超える洪水＊が生じており、未曾有の被害が発生

●降雨継続期間：8月31日から9月5日までの6日間
●熊野川流域の降雨量：総雨量1,425mm、 2日雨量1,161mm（計画632mm/2日の1.8倍）
●熊野川の状況：HWLを大きく上回り、一部で越水し、市街地への浸水被害発生
●相野谷川の状況：輪中堤が水没、水位低下時に特殊堤部分が転倒・決壊
●浸水被害(住家のみ)：直轄管理区間に関連する区域で、熊野川沿川で2,499戸、相野谷川沿川で649戸の家屋が浸水

■流域平均雨量 ■年最大2日雨量

今回の出水は戦後最大
既往最大の2.1倍の雨量を観測

相野谷川 高岡地区特殊堤転倒 熊野川 相筋地区浸水状況熊野川 河口付近出水状況

■出水概要
おうが

＊暫定値・精査中

新宮川水系河川整備基本方針

1/100 632mm/2日
計画高水流量 19,000m3/s(相賀)
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総雨量 1425mm

2日雨量 1161mm

（相賀地点） （相賀地点）

台風12号 出水概要
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奈良県
（３３件）

和歌山県
（２８件） 三重県

（４０件）

①赤谷地区

②長殿地区

③栗平地区

日
高
川

那
智
川

熊
野
川

い や

⑤熊野地区

日
置
川

④北股地区
茶屋2

＜大規模河道閉塞箇所＞

①五條市大塔町赤谷

②十津川村長殿

③十津川村栗平

④野迫川村北股

ごじょうしおおとうちょう あかだに

とつかわむら ながとの

とつかわむら くりだいら

のせがわむら きたまた

たなべし いや

土砂災害の被害状況
・三重県、和歌山県、奈良県で合計１０１箇所の土砂災害が発生、死者・行方不明者は９４人を伴う甚大な災害
・大規模河道閉塞が５箇所発生し、平成２３年５月の改正土砂法施行後初の国による緊急調査を実施

土砂災害防止法の改正

背景

○岩手・宮城内陸地震、中越地震で大規
模河道閉塞が発生。
○市町村では技術的な調査が困難であ
ることが露呈。

法改正

○大規模な土砂災害が急迫している状況
において、高度な技術を要する土砂災害
については国が緊急調査を行う。

大規模な土砂災害が発生

近畿地整による緊急調査の実施
（高度な技術を要する土砂災害）

緊急調査に基づき被害の想定される
区域・時期の情報（土砂災害緊急情

報）を市町村へ通知

改正後の適用は初めて

⑤田辺市熊野 5

土砂災害発生件数

101件 土石流等：58件
地すべり：13件
がけ崩れ：30件

（11月30日10時時点）

（水管理・国土保全局砂防部調べ）

：人的被害あり

赤文字：人的被害あり
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大規模河道閉塞箇所の諸元

410万m3

120万m3

1,390万m3

680万m3

900万m3

崩壊土砂量

110万m3

4万m3

750万m3

270万m3

550万m3

満水湛水量

６０m

２５m

１００m

８０m

８５m

高さ

距離：約 5km  幅：200m熊野

距離：約0.8km  幅：150m北股

距離：約 3km 幅：250m栗平

距離：約 7km 幅：250m長殿

距離：約19km 幅：250m赤谷

土砂災害範囲
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0 250 500m0 250 500m

0 250 500m0 250 500m

赤谷地区
約１，１００m

湛水池

約４５０m

崩壊土砂量
約９００万m3

湛水池

湛水池

湛水池

湛水池

約７００m

約３００m

長殿地区
崩壊土砂量
約６８０万m3

栗平地区

熊野地区

北股地区

約６５０m

約９５０m

崩壊土砂量
約１,３９０万m3

崩壊土砂量
約１２０万m3

約４００m

約２００m

約６５０m

約４５０m
崩壊土砂量

約４１０万m3



台風１２号被害の概要

・崩壊土砂総量は約１億ｍ３。豪雨による土砂災害としては戦後最大規模を記録
・近年の河道閉塞を伴う大規模土砂災害では、箇所あたりの崩壊土砂量が大きい

台風12号豪雨により奈良県・和歌山県・三重県で
の崩壊土砂量を航空写真判読等により算出した結
果、崩壊土砂量は約１億m3

地区別崩壊土砂量の比較
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紀伊半島
岩手宮城
中越

近年の河道閉塞を伴う大規模土砂災害では、箇所
あたりの崩壊土砂量が大きい
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近畿地整はリエゾン派遣や災害対策車両により被災自治体を支援

・大規模な被災を受けた那智勝浦町には被災直後からリエゾン職員を３０名規模で派遣し、行政機能を代替
・約３ヶ月に渡り、全国の整備局より和歌山県庁や那智勝浦町など１３の行政機関に延べ１，３００人余りを継続

的に派遣、TEC‐FORCEも延べ４，４００人余りを派遣し支援

・山間部における広域的大災害であったため、各整備局の災対車、照明車、衛星通信車等を招集し、各地に配
備。夜間の応急対策の実施や断線・停電する役場のライフラインを確保

陸上からのアクセスが困難なため
ヘリにより十津川村へ派遣

陸上自衛隊と共に救援物資等の仕分け作業

那智勝浦町役場にてTEC-FORCEとの打合せ

衛星通信車による回線の確保
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総数　１，３１５人・日

和歌山県庁

奈良県庁

野迫川村役場

那智勝浦町役場

田辺市役所
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新宮市役所
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紀
宝
町
役
場

各自治体等に延べ1,315人を派遣
（平成23年11月29日現在）

9月4日から608人（他地整等389人含む）、
のべ4,423人・日を派遣

緊急災害対策派遣隊
（TEC-FORCE）を派遣

（平成23年11月29日現在）

照明車の活躍により夜間
の視認性を確保し県道復
旧工事用土のうを作成
（那智勝浦町）

8

TEC‐FORCEがマスコﾐ→

対応等行政機能を肩代わり



③サイレン・回転灯

③ワイヤセンサー
斜面崩壊センサー

国による緊急調査により河道閉塞の土砂災害の危険を迅速に把握

・ヘリによる上空調査や航空写真測量等を活用し、災害規模や土砂災害が想定される区域を特定
・投下型水位観測ブイや雨量計を設置し、土砂災害が想定される時期を予測し、自治体や地元住民に対し注意・警戒を喚起すると

ともに、適切な避難を呼びかけ

投下型水位観測ブイによる水位の観測

9

河道閉塞に関する調査



河道閉塞箇所の監視体制を構築し、災害対応を徹底
・ヘリ監視、監視カメラ、水位計、雨量計、斜面崩壊センサ、警戒灯・サイレンの設置や気象台との連携に よる雨量

予測等により、強力な監視体制を構築
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CCTV

③サイレン・回転灯

②水位計

①ヘリコプター

④監視カメラ

③ワイヤセンサー
斜面崩壊センサー

①ヘリコプターによる上空監視

②投下型水位観測ブイによる水位の観測

④固定カメラと衛
星通信による２４
時間定点監視
（五條市大塔町赤谷）

衛星小型画像伝送装置衛星小型画像伝送装置
（Ｋｕ－ＳＡＴ）（Ｋｕ－ＳＡＴ）サイレン設置サイレン設置斜面崩壊検知センサー

堰堤や、樹木に上下２
本設置しています。
２本とも切れると、瞬時
に警報を発信します。

③ワイヤセンサー、斜面崩壊検知センサーによる土石流の監視

監視体制の構築監視体制の構築



河道閉塞箇所の監視体制を構築し、災害対応を徹底
・緊急調査を踏まえて、災対法に基づき首長の判断により災害危険区域等を設定。地元住民の避難を誘導すると

共に避難所等を開設し安全を確保
・まとまった降雨が予想される場合、土砂災害の危険性について緊急情報・随時情報を自治体等に通知し、土砂

災害の危険を周知

警戒区域の指定警戒区域の指定

五條市大塔町赤谷

○ 緊急情報
奈良県十津川流域 １２回
和歌山県日置川流域 ７回

（例）五條市長により設定された

警戒区域を知らせる広報資料 11

土砂災害緊急情報・随時情報土砂災害緊急情報・随時情報

（平成２３年１２月２１日現在）

○ 随時情報
奈良県十津川流域 ２４回
和歌山県日置川流域 １５回
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避難生活を余儀なくされる自治体や地元住民の支援
・各自治体において、整備局が中心となり、自衛隊・警察・消防・役場等の関係機関と対策の検討を行う場として『河道閉塞対策

協議会』を設置
・整備局は国（政府）の総合的な窓口として、避難生活を余儀なくされる地元住民の一時帰宅を支援する ため、一時帰宅のルー

ルや監視体制のあり方について自治体に助言・指導を実施
・整備局と自治体のそれぞれの災害対策本部をダイレクトに結び、各種監視情報をリアルタイムで提供するなどして一時帰宅を

サポート

（協議会の例）

「田辺市熊野地区河道閉塞対策協議会」
<構成員>

・田辺市
・和歌山県
・近畿地方整備局
・陸上自衛隊第37普通科

連隊
・田辺警察署
・和歌山地方気象台
・田辺消防本部

「一時帰宅時の監視等バックアップ体制フロー」

田辺市熊野地区での
一時帰宅状況（9/25）

協議会にてバックアップ体制等を確認

野迫川村北股地区での
一時帰宅状況(10/26)

一時帰宅に際しての田辺市長 コメント
災害発生から3週間が経過し、避難されている住民の皆様には、大変なご不便やご

苦労をおかけしているところであります。
本日、警戒区域を設定している熊野地区におきましては、天候も回復し、土砂ダムの

状況も安定していることから、関係機関のご協力を得て、地区住民の方々の一時帰宅
を実施いたしました。
着の身着のままで避難され、今回の一時帰宅で、ご自宅から必要な衣服等の持ち

出しや簡単な片付けなど、限られた時間の中でなされたことと思います。
現在、国土交通省におきまして、土砂ダムの危険を解消するための対策工事が進め

られていますが、住民の皆様がご自宅にお戻りになられるには、まだまだ時間がかか
る見込みです。
市といたしましては、できる限り早急に危険が解消されるよう、国、県等関係機関のご

協力をいただき、対応してまいりたいと考えています。

田辺市長 真砂 充敏



直轄砂防災害関連緊急事業の実施

・５箇所全ての河道閉塞箇所において、国による直轄砂防災害関連緊急事業を採択し、緊急的な対策に 着手

・排水ポンプを活用し、河道閉塞箇所の水位を低下させることで土砂災害の危険性を軽減
・また、降雨に伴い河道閉塞箇所に流れ込む流水を安全に流下させるための排水路を設置し、堆積土砂の侵食

を防ぐことで重大な土砂災害を未然に防止

熊野地区の例 北股地区の例 赤谷地区の例
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河道閉塞箇所湛水状況 （１０月１日）

埋め立て完了状況 （１２月５日）

河道閉塞箇所湛水状況 （１０月２６日）

埋め立て完了状況 （１２月２０日）

仮排水路設置状況 （１２月２０日）

防護土堤設置状況 （１２月９日）
ポンプ排水状況

ポンプ排水



河道閉塞対策工事の進捗と警戒区域等の解除

・山間地における対策工は、崩壊斜面からの土砂の崩落等二次災害の危険や陸路によるアクセスが出来ない作
業現場であり、安全かつ迅速に施工するため無人化施工や組立て式重機等の最新技術を活用し工事を実施

・熊野地区は埋め立てと仮排水路が完成したことにより「重大な土砂災害が想定される区域」が解消されたため警
戒区域等を 解除し、約３ヶ月ぶりに地元住民は帰宅し安息を取り戻した

・全５箇所において年度内の仮排水路の設置完了を目指し鋭意工事を推進

警戒区域解除を伝える新聞記事（H23.12.4 朝日新聞）

14バックホウ運搬１３個のパーツに分割

■分解型油圧ショベルでは国内最大級
（1.0m3級）

■今回初めて災害現場で活用

油圧ショベル

オペレーター

無人化施工

組立て式重機の活用

平成23年9月11日撮影埋め立て前

平成23年11月29日撮影

埋め立て後

平成23年11月29日撮影

最新技術の活用 熊野地区埋め立て完了



河道閉塞対策工事の進捗（平成24年1月24日現在）

15

※近畿地方整備局HPより




